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拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます． 

平素は当研究会の活動にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます． 

さて，1997 年に第 1 回を開催した当シンポジウムは，好評のうちに 12 回を数え，今年も 12 月 3

日に開催する運びとなりました．今年も，昨年に引きつづき，デモ付き講演によるインタラクティブな

シンポジウムとして実施いたします． 

つきましては下記の要領にて，論文発表を公募いたします．また，優れた論文発表を表彰いたします． 

ご多忙中とは存じますが，当シンポジウムをより充実したものとするため，積極的にご投稿いただき

たく，心よりお願い申し上げます． 

敬具 

 

１．シンポジウムの日程 

平成 22 年 12 月 3 日(金) 

２．シンポジウム会場 

キャンパスイノベーションセンター東京 

5 階リエゾンコーナー509 (東京都港区芝浦 3-3-6)  ※会場が JR 田町駅前に変わります 

３．シンポジウムのテーマ 

「Cyberactive Challenge(サイバラクティブ チャレンジ) 12.3」 

Cyberactive とは，サイバースペース，インタラクション，アクティブのコンセプトを統合した

造語です．本シンポジウムでは，インターネットやＶＲ技術を用いたサイバラクティブなインタフ

ェースの体験デモを通じて，サイバースペースと仮想都市の新しい可能性に挑戦することを目的と

しています． 

４．論文発表の要領 

・1 テーマあたりのプレゼンテーションは，発表と質疑応答 30 分とデモ 30 分とします． 

・2 件の発表・質疑のあとに，その 2 件に関するデモを並列にする予定です．昨年のプログラムを

ご参照ください(http://www.sigcs.org/cs0912.html)． 

・デモに用いる設備は，簡単に持ち運べる程度の大きさとします．180cm×120cm くらいのスペ

ースで実施可能なデモをご用意ください． 

・デザイン・ものづくり分野，ユビキタス分野，コミュニケーション分野，人的ネットワーク分野

など幅広い分野からのデモ付き講演を募集します． 

・優秀なデモ付き講演を投票により選定し賞を授与します． 

５．申込方法 

(1)投稿申込締切  平成 22 年 9 月 24 日(金) 

(2)査読結果の連絡 平成 22 年 10 月 15 日(金) 



(3) 投 稿 論 文 の 書 式  研 究 会 投 稿 要 項 (http://www.sigcs.org/submission.html) に 従 い ，

Extended Abstract を A4サイズの用紙に縦置き 4枚以内で作成してください．また，その他に，

簡単なデモの内容および持ち込む機材等について 1 枚以内で作成してください． 

(4)申込先 山梨大学 渡辺喜道 

  E-mail : nabe@yamanashi.ac.jp 

  TEL/FAX：055-220-8651 

６．査読及び審査 

第 13 回シンポジウムへのご応募は Cyberactive Challenge の観点から，有用性，信頼性，客観

性を基準に厳正に審査いたします． 

７．スケジュール 

平成 22 年 07 月下旬    論文募集開始 

平成 22 年 09 月 24 日(金) 投稿締切 

平成 22 年 10 月 15 日(金) 採否通知 

平成 22 年 11 月 18 日(木) 印刷用原稿の締切(採択者のみ) 

 印刷用原稿は，あまり負担にならないように Extended Abstract の微修正版となる予定です． 

８．問合せ先 

山梨大学 渡辺喜道 

  E-mail : nabe@yamanashi.ac.jp 

  TEL/FAX：055-220-8651 

 


